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《お知らせ》小学校５年生の理科授業で洪水に 

関する防災教育が実施されます 
 

１１月２１日に武雄河川事務所から提供した指導計画案をもとにして、武雄市立御船

が丘小学校５年生の「理科」授業において、学校の先生により洪水に関する防災教育が

実施されます。 

この取り組みは平成２３年度から新学習指導要領が施行され、その中では自然災害の

防止の重要性について関心を深めることが明記されるなど防災教育の必要性が高まっ

ていることを考慮し、今までの「総合的な学習の時間」時間での出前講座ではなく、「社

会科」や「理科」の「教科学習」による授業において学校の先生に「防災教育」を実施

してもらうよう、進めているところです。題材は身近な六角川・松浦川を指導計画に沿

った形で盛り込んで作成しています。 

今年度は、武雄市（六角川流域）、唐津市（松浦川流域）で教育委員会、小学校等と

調整を図りながら進めているところであり、今回は御船が丘小学校で実施されますが、

六角川流域では初めての実施となります。 

実施概要につきましては、下記のとおりです。 

 

 

記 

 

   １．実 施 日 時：平成24年11月21日（水）午後1時55分～午後2時40分 

 

   ２．場   所：武雄市立御船が丘小学校 ５年１組教室（２階 東奥） 

           （１０分前に職員室から案内致します）  

 

   ３．内   容：理科学習「流れる水のはたらき」洪水を防ぐ工夫 

 

 

問い合わせ先 

  国土交通省九州地方整備局 武雄河川事務所 

             ＴＥＬ ０９５４－２３－５１７５ 

技術副所長   山本 佳久 （内線２０５） 

建設専門官   穴井 利明 （内線４０５） 

  武雄市教育委員会 教育部 学校教育課 

             ＴＥＬ ０９５４－２３－８０１０ 

                         竹内 智道 

 



★洪水を防ぐ工夫を考えよう！
　～小学校５年生の理科授業で初めて学校教師による防災教育を実施～

写真で洪水による災害を知る ハザードマップを例に安全に過ごすための工夫
があることに気づかせる

めあて：洪水を防ぐ工夫について考えよう

洪水を防ぐ施設や工夫について考える 洪水を防ぐ工夫はダムなどの施設だけでなく水
防団など多岐にわたることを押さえる

実際の授業の流れ

　１１月１日に武雄河川事務所から提供した指導計画案をもとにして唐津市立久里
小学校５年生の「理科」授業で初めて防災教育を実施していただきました。
　この取り組みは平成２３年度から新学習指導要領が施行され、その中では自然災
害の防止の重要性について関心を深めることが明記されるなど防災教育の必要性が
高まっていることを考慮し、今までの「総合学習」時間での出前講座ではなく、
「社会科」や「理科」の「教科学習」による授業において学校の先生に「防災教
育」を実施してもらうよう、進めているところです。題材は身近な六角川・松浦川
を指導計画に沿った形で盛り込んで作成しています。
　現在、武雄市（六角川流域）、唐津市（松浦川流域）で教育委員会、小学校等と
調整を図りながら、今回は理科の授業で実施してもらいました。
理科の授業にもかかわらず、社会科的な要素も含みながら、テンポ良く進めていた
だきました。またこの授業はパソコンを用いて実施されましたが、電子データによ
る資料提供を行っており、洪水写真の前後比較などは使いやすいと好評でした。
　今年度は引き続き防災教育授業を数校実施していただき、次年度以降に繋げてい
きたいと思っています。
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それぞれの洪水を防ぐ工夫の特徴を知る

どの部分が環境を守るための工夫なのかを考
え、生物がたくさんすんでいることを押さえる

環境を考えた川づくりの工夫を知る

まとめ

５年生理科　指導計画（案） ５年生理科　教科書


